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　5．最後に

　施設利用や資金援助を含めて，ポストドク，大学院生

レベルの研究者を交流育成させるシステムがあることは

非常にうらやましい限りです．このようにして全米ある

いは世界各地から集まった若手研究者は，再び各々の研

究所に散って行った後，互いに情報交換し，切瑳琢磨し

ながら次代の科学を背負う第一線の科学者へと育って行

くのだと思います．NCAR自身も積極的に外部から人

を受け入れる方針（もちろん給料込みで）で，どんどん

若手研究者を募集していました．内部のいろいろな資料

やコンピューター資源も極めてオープンで，とにかく

NCARをいろんな人が利用することによって，また
NCAR自身も1発展していくというシステムになってい

るようです．このように，外部からの利用者や研究者の

交流育成のためのセクションが充実していることは特筆

すべきことでしょう．私も参加して各国の大気化学のい

ろんな分野の同世代の人々と接してみて，いろんな刺激

を受け，また世界も広がったような気がしました．もは

や一人でこもって黙々と研究する時代ではない以上，い

かに多くの研究者と情報交換を行いながら研究を進めて

行くかがこれからの鍵だと思います．
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